
自動認識の世界をより身近に

vol.143 2017
4月号

　今日の現場に設置されているスキャナ
や印刷機は、どのメーカーでも殆ど完成
状態にあって、高水準な機能を有してい
ます。ソフトやハードに問題がなくても、
現場で起きてしまうエラーの原因を探っ
ていくと印字品質であることがわかりま
した。そこで、印字品質の評価内容を少
しでも知っておくことにより、事前に印字
装置の条件設定を適正に決められて、
エラーを避けることができるようになり、
安心して現場の管理ができます。
　前編は、国際規格の ISO15415で定
められている印字品質を決める７つの
判定項目の内、３つの品質検査パラ
メータについて解説しました。続けて、残
りの重要項目を説明します。

　

◆検査項目：グリッドの非均一性
　セルが歪んだり、潰れていたりする
と、スキャナはセルとして認識する事が
できず、エラー訂正符号による修復すら
認識できません。この様な印字の場合は
通常のスキャナでは読み取らせる事は
ほぼ困難で、画像処理機能が搭載され
たダイレクトマーキング（DPM）用スキャ
ナが必要となってきます。
　自社内だけで利用する 2 次元コード
であれば、高機能なDPM用スキャナを

用意して対応すれば良いのですが、出
荷先でも読み取らせる場合には印字品
質を改善しないとクレームの原因となり
ます。
◆検査項目：未使用エラー訂正率
　セルが欠落していると、スキャナは 2
次元コード内に埋め込まれている「エ
ラー訂正符号」を使用してデータを修復
して解析を行います。

　このエラー訂正符号を多く使わない
と解析できない 2次元コードは、スキャ
ナが変わると読み取れたり、読み取れな
かったりする不安定な状態になる可能
性が非常に高くなります。
　そもそも、エラー訂正符号は運用過
程で2次元コードが汚れたり、傷ついた
りした場合でも読み取れる事を目的とし
ており、印字した状態でエラー訂正符号
を使わないと読み取れない印字品質は
まず最初に改善すべき項目です。

　これまで解説した ISO15415（国際規
格）で定めた印字品質をどの様に検証し
ていけば良いのでしょうか？

　先月号では、せっかく導入したバーコードシステムでエラーが発生する原因は、
スキャナやプリンタ側に起因するのではなく、殆どが運用時の問題であり、特に「印
字品質」が大きく影響し、それらの問題解決が要求されることをご案内しました。
　今号は、少し知識を持っているだけで読み取りNGとなる原因を取り除き、エラー
の多くを未然に防ぐことが可能となる「印字品質」についての続きを解説します。

印字品質とエラーの関係

判定項目の説明（続き）

印字品質を検証するには

品質検査パラメーター (例：ISO15415）
検査項目 意味

総合判定 全検査項目の総合判定
コントラスト 白セルと黒セルの明暗差
偏重 コード全体における反射率の均一性
固定パターン損傷 ファインダーパターンや
 クワイエットゾーンへのダメージ
デコード 読み取りデータ
軸の非均一性 コード全体における歪み
グリッドの非均一性 セル単位での歪み
未使用エラー訂正率 データ修復符号の使用率

●最新の高性能センサー搭載
●文字認識OCR機能を搭載
●印字品質検査機能　※ISO15415及びAIM 
　DPM 2006-1評価項目で検査結果出力
●PLCプログラムレス接続
●簡単設定&メンテナンス
●ダイレクトマーキング対応
●各種パラメータをパソコンから 簡単に設定
　する付属ソフトウェア
●Cマウントレンズタイプ(MVF-500C）をご用意

文字認識OCR・印字品質検査機能搭載
2次元コード固定式スキャナ

ますます現場で必要とされる“文字認識”機能
から、安定した運用を目指した 2次元コードの
“印字品質検査”まで、一台のスキャナで可能。

（Cマウントレンズタイプ）
MVF-500C

MVF-500

NEW!

『読み取りNGを現場から
   無くすための印字品質』（後編）
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都合により内容が変更になる場合がありますので、予めご了承下さい。
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5月号は　5月 10日発行です。
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についてです。

　厳密にISO15415の印字品質に準
拠した検証が要求される場合には、専
用の「検証器」によって印字品質を検
証する必要があります。検証器は1台
200万円以上の導入コストがかかる
ので、大抵の製造現場ではスキャナで
読み取れればOK！と極端に簡略した
印字品質の確認しか実施していない
のが現状です。
　故に、運用中に印字状態が少しでも
変わってしまうと読み取りNGでライン
を止めてしまう最悪のロスが未だに発
生しているのが現状です。近年では製
造拠点を海外に持つ企業様が多く、海
外拠点で読み取りエラーなどの細か
なトラブルが発生してしまうと、国内で
の対応と違い、復旧までに多くの時間
と多大な労力が必要となります。当
然、安いコストで生産性を上げる目的
から大きく後退する原因となってしま
うのです。

　当社ではこの様な現場の声を数多
くいただいており、問題解決に向けて
製品をバージョンアップしてきました。
そこで完成したのが固定式スキャナの
「MVF-500」です。
 MVF-500は文字認識OCR機能に加
え、インライン用2次元コードスキャナ
としてこれまで以上の読み取り性能と
なっており、一番の特長は「印字品質」
の検査機能を搭載した事です。
　今まで通りのスキャナと同じ目的で
設置いただくだけで、読み取りデータ
と一緒にISO15415の検査項目に準
拠した印字品質情報を上位ホストに
送信する事が可能です。
　上位ソフトは読取データと一緒に
送られてくる「印字品質情報」を監視
して、一定基準以下になったら警告を

発する事が可能となります。また、
MVF設定ツール（無償）を使用する
と、印字品質情報がリアルタイムに監
視でき、各印字品質の検査項目が常
時にグラフ表示されるので一目瞭然
で監視ができます。
　仮に読み取りNGが発生したら、ス
キャナにはNG画像が保存されている
ので事後の解析が容易になっており
ます。もちろん画像を見ても原因が分
からない場合は、当社にNG画像を
メールで頂ければ2次元コードのプロ
フェッショナルが解析して原因と対策
方法をアドバイスさせて頂きます。
　MVFシリーズはLANにも対応して
いるので、海外拠点にアクセスできる
環境があれば国内から容易に監視、
設定が行えるグローバルトレーサビリ
ティに対応している点でもお客様から
ご好評いただいているスキャナです。
　いまや、スキャナは「バーコードを読
み取らせるセンサー」から「自動化ラ
インを効率よく安定稼働させるための
装置」へと進化しております。
　その他にも、バーコードを読みなが
ら、基板パターンをマッチングして異
品種混入を防止するなど、画像処理
機能もいろいろと充実しております。

めざせ自動認識基本技術者！ Lesson　11

今号Lesson11と前号の10は、本文をしっかり読んで覚えておいてください。
基本技術者に必要な復習と予習が盛りだくさんの内容になっており、試験
対策だけでなく実際の現場で活用できる内容ですので覚えておく価値あり
です。

読み取ったシンボルデータの
印字品質を項目ごとに視覚的
に確認

OCR設定ツール「ViT」→

『製造現場でUHF帯RFIDの活用法』　

インラインで印字品質を監視する


